
　　　第23回原塵年次大会

　　　　　　　　　予稿集

　　平成2年4月9鷺（月）～1旧（水）　、

　　国立京都園際会館　大会議場

　　　　（京都・宝ヶ池）
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中国電力株式会社島根原子力発電所（手前か2号機、平成先年2月運開）

日立は創業以来、たゆまぬ研究開発によって技術革新を重ね「自主技術

の確立」に努力を傾けてきました。原子力発電の分野でも、いち早く昭和

29年に原子力技術の開発に着手。以来わが国の原子力発電所建設の

一翼を担い、技術の蓄績と向上に努めてきました。そじこいま、この技術は、

原子力エネルギーをより有効に活用する新型転換炉（ATR）や高速増

殖炉（FBR）の開発にも発揮されています。日立はより豊かな社会づくり

に向け、クシレープの総合技術力を駆使して取り組んでいます。

改良型沸騰水型原子力発電所

〈主要製品〉

●沸騰水型原子力発電設備および総総◎新型炉発電設備機器（高速増殖炉、

新型転換炉など）①原子燃料サイクル機器◎核融合実験装置

日立原子力発電用機器
　　　　　　　　　　　お問い含わせは＝原子力事業部・毒力営業本部〒191－10東京都千代田区神田駿呵台目］．昌6番地屯話／東京（03）25B－1111〈大代〉
株式会社日立製作所または騎りの支店へ札幌（DID26卜3】31仙台（022）223一0121韓浜（045鵬4－15P幅山（。764）33－B511・名古屋（052）562－1111●

　　　　　　　　　　　大阪（06）26ヨー1111広舅（OB2）223－4月1高松（口B78）31－2m福岡（092）741¶11
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石油ショックを機に世界の先進国は、原子

力を中心に石油に代わるエネルギーの開発

に積極的に取り組んでいます。わが国でも

B8年度には、原子力の電気が、全エネルギ

ーの約1割をまかない、およそ4，400万キロ

リットルの石油を節約しています。

将来に向けて、石油に代わるエネルギーの

大黒柱として、原子力発電をしっかり育て

ています。
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電気事業連合会
〒100千代田区大手町i－9－4経団連ビル

岱03－270－6381

電気に関する資料をこ希望の方は、上記広報部まで。

轡　　国際花と緑の博覧会　電気事業連合会は「ひかりファンタジー電力館」を出展しております。

　　！990年4月→9月大阪　光が21世紀に向けて新しい世界を生みだします。
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原子力施：1の

安全着理に貢献しま劣

二二』團開
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原子力施設の安全管理に欠かせない放射

線機器。富士電機は、長年の経験と、最：

新のエレクトロニクス技術を生かして、高信

頼匪のシステムをラインアップニ原子力開

発に積極的に貢献しています。
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富士電機放射線管理システム
富士電機株式会社〒100東京都千代田区有楽町1－12－1（新有楽町ビル）管（03）2！1－7111



先進の技術IHI

原子燃料サイクル技術の確立にIHIは、
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全社一丸となって取り組んでいます。
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　　　　　　　　　流下中のカラスを示しております。

石川島播磨重互業株i武会社

東京都千代田区丸の内1－6－2（東京中央ビル）㊥100

嗜

，ア帯

憾

写真は、IHI社内メルターの高周汲加熱氏流下ノスルから

エネルギー・プラント事業本部原子力営業部TE：L（03）286－2185
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高い技術で原子力産業の
発展に貢献する三菱金属。

ジルカロイ被覆管

園圃国国耐摩耗含金
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予105東京都港区浜松町2－4－1（世界貿易センターヒル23階）豊東　京　（03）435鳶662
〒460名古屋市中区東桜2－22－18（日興ヒル）豊名古屋（052）931－3350
〒530大阪市北区堂島浜1－2－6（新大ヒル）　費大　阪　（06）3461841
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　　　　小さいながら大自然の中でたくましく生きるビーバーは、

　　　自分の生活を守るために、川をせき止めて頑丈な巣を作ります。

原子力発電所もまた、安全を第…・に考えた施設でしっかり稼動しています、

豊かな未来社会のために、原子力は、きっと暮しを支える大きな力となるでしょう。

，三菱電機原子力広報委員会
〒100東京都千代田区丸の内2－2－3（三菱電機ビル）TEL（03）2「8－2608

轟三菱電機株式会社
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　　　　　　原子力発電所の放射性廃棄物焼却設備メーカーとして

　　　　　　　　　　　　　環境保全に貢献していま実

　　　　　　　その安全性、信頼性の決め手となるセラミックフィルター

　　　　　　ここにも、70年間、積極的にセラミックの技術を追求して来た

　　　　　　　　世界的なガイシ技術のノウハウが生かされています。

　　　　　未来がまたひとつ

　　　　　日底月rrシ株式航測

N（謹K　原子力事業部
本　　社／〒467名古屋市瑞穂区須田町2番56号費（052）872－7679

東京本部／〒100東京都千代田区丸の内一丁目5番1号（新丸ヒル2階）費（03）284－8951

大阪支社／〒541大阪市中央区備後町四丁目1番3号（御堂筋三井ヒル11階）豊（06）206－5877



一
水熱反応による放射性廃棄物

畠
第
2
3
回
原
産
年

岩石固化処理技術萎

水熱固化試験装置
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焼却灰の水熱固化体

置 三井造船株式会社

本社原子力事業部104栗京都中央区築地5－6－4電話03－544－3254
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高度化と安全性が求められる原子力関連技術

原子力発電がすでに総発電量の4分の1を越え、21

世紀にはその比率を約4割にまで高めようとしているわ

が国では、将来に向けて原子力関連技術のより…層

の高度化と安全性の向上が求められていま夷とりわ

け核燃料サイクルを確立するうえで再処理や放射性

廃棄物の処理・処分などダウンストリーム分野での技

術の向上は大きな課題となっていま洗

ホット試験によって高い信頼性を実証

こうしたニーズに応えるため、日揮は茨城県大洗町に、

ホット運転の可能な原子力専門の

研究所“大洗原子力技術開発セン

ターを昭和59年に開設。RI（ラジオ

アイソトープ）を使用したホット

、髭．
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試験によって、より高い実証性と安全性を追求し、新

技術の実用化を図っていま洗たとえば、高温焼却技

術や新減容セメント固化技術については、大型パイ

ロットプラントによる実証運転を実施。まだ方でRI

を使用した廃棄体放射能自動測定技術（核種分析

評価技術を含む）・放射能除染技術・遠隔検査ロ

ボットなど各種原子力関連技術の確立に力を注い

でいます，

すでに、アスファルト固化・プラスチック固化・ドライク

リーニングなどの技術は、数多くの商業プラントに採

用されており、またこうした実績をもとに日揮は、原子力

産業の最先進国である米国（バージニア電力株式

　　　　　　A社）からも放射性廃棄物処理施

　　　　　　　を一括受注するなど、本センターで

　　　　　　　証された技術は原子力産業界で

　　　　　　　　　着実に地歩を築きつつありま洗

　　　　　　　　　　　　一総合エンジニアリング
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　⑪日直株式会社
東京都千代田区大手町2－2－1（新大手町ビル）

　　TEL、東京279－5441（大代表）
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日本原子力産業会議　　第23回原産年次大会

会長　圓城寺　次郎　　準備委員長大前研一・

大会基調テーマ

「原子力と社会 調和への課題」

　東欧の政治、社会情勢がめまぐるしく変化する中で、1990年代における世界のエネ

ルギー需給問題、温室効果等地球規模の環境問題等の動向に、最近、世界的な関心が寄せ

られている。

　今大会では、こうした情勢を踏まえ、現在および将来のエネルギー・原子力の位置づけ、

役割についてあらためて問い直し、とくに原子力をとりまく社会環境が変化していること

を念頭に置き、原子力について、なぜ国民の間に認識の違いが生じてしまったか、何がわ

かっていないのかなど、従来の大会とは一味違った内容のもとに活発な討論を行う。

　内外の参加者と講演者との討論にも十分な時間を割き、原子力をなくした場合の経済社

会がどのような方向に向かうのか、また欧米諸国の原子力政策が変わるのか等もテーマに

取り上げ、わが国の二大政党の政策担当者の考えを聞きつつ、今後の原子力開発壱どう進

めるべきかについて提言を絞り出すものとする。

1



　　　　　　　　鵡謬加春との討論》

本大会では、内外の謬加麿とスピーカーの討論に十鈴時間を

劉いていますゆ各セッションの喋露加春との討論：》では、来

会のみなさんからの活発な質問・コメントをお願いし蒙す◎

一2一



第23回原産年次大会総括プログラム

　基調テ～マ：原子力と社会一・調和への課題

　　平成2年4月9日（月）～11日（水）

　　於：国立京都国際会館大会議場（京都・宝ヶ池）

第　1　日 第　2　日 第　3　日

4月9日（月） 4月10臼（火） 4月11日（水）

セッション2 セッシ翌ン4

（9：00～11：30） （9：00～11：30）

午 「変わるか世界の原子力政策」 「原子力のない経済社会は…」

〔受付］

12：00～13：40

前 於：京都宝ヶ池プリンスホテル

14：00～ 〔講演と討論〕 ［講演と討論〕

於：国立京都国際会館

ウエルカム・レセプション 午餐会 ビュッフェランチ

（12：30～14：00） （12：00～14：00） （12：00～13：30）

於：京都宝ヶ池プリンスホテル 於：国立京都国際会館

午 於：京都宝ヶ池プリンスホテル 通商産業大臣所感

特別講演

00　0　6　●O　●　㊤　●　0　00　9　0　0　6　e●　00⑦　O　OO　●O　O　O　Og　O　OO　O⑦　O　O　OO　O　OO

開会セッション 映画上映 セッシ翼ン5

（14：30～16：30） （12：30～13：媛5） （14：00～17：00）

原産会長所信表明 「これからのエネルギー・

原子力委員長所感 セッション3 原子力は・一」

準備委員長大会基調

後 〈特別講演〉 （14：15～17：45）

「なぜこうなった一

セヅション1 原子力への国昆の意識」 〔問題提起と二二

（16：30～18：20）

「エネルギーフロントー各国

のアプローチ」 ［パネル討論〕

フェアウェル・レセプシ翼ン

〔講演と討論〕 （17：00～18：30）

於：国立京都国際会館

3



4月9日　（月）

ウ瓢ルカム・レセプシ翻ン（12330～楓薯0の
於1京都宝ヶ池プリンスホテル地下2階「プリンスホール」

開会セ：ッシ認ン（瞬躍3⑪～16羅30）

議長：小　林　庄一郎　　　　　　　（社）日本原子力産業会議副会長、関西電力㈱会長

　原産会長所信表明

　　　圓城寺　次　郎　　　　　　　（社）日本原子力産業会議会長

　原子力委員長所感

　　　大　島　友　治　　　　　　原子力委員会委員長、科学技術庁長官

　「わかっていないことは何か一大会の基調」

　　　大前研一　　　年次大会準備委員長
　　　　　　　　　　　　　　　マツキンゼー・ジャパン会長

く特別講演》

　「世界のエネルギーと環境・政治」

　　　L。アレグザンダー　　　　テネシー州立大学学長

　　　　　　　　　　　　　　　前米国テネシー州知事

　「日本のエネルギー・原子力を考える」

　　　稲葉秀三　　　（財）塵業研究所理事長

セッシ闘ン1　（16匿3⑪～協＝2⑪）

エネルギーフmソトー各團のアブ〔コーチ

議長：生田豊朗　　　（財）El本エネルギー経済研究所理事長

　「2000年に至るハンガリーのエネルギー政策の考え方」

　　　1。サ　ボ　　　　　　　　ハンガリー産業大臣代行

　「インドのエネルギー・環境問題と原子力開発」

　　　M。R．スリ轟バサン　　　前インド原子力委員会委員長

　「ソ連における原子力発電：現状と将来展望」

　　　E。N。ポジシェフ　　　　ソ連原子力発電・産業省次官

く謬砧巻との討論》
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4月！0臼（火）

セッシ≡ヨ　ン2　 （9　＝　00《’11　冨　30）

変わるか世界の原子力政策

議長：村　田　　　浩　　　　　　　（社）日本原子力産業会議副会長

　「米国の原子力復活は可能か」

　　　M。ワロップ　　　　　　　米国共和党上院議員

　「エネルギーと四境」

　　　J。A。カニンガム　　　　英国労働党下院議員

　「連邦野党のエネルギー政策と原子力開発への対応」

　　　W。一M。カーテンフーゼン　西ドイツ社会民主党連邦議会議員

　「岐路に立つ原子カー世界的な相互依存の必要性」

　　　G．エレーラ　　　　　　　フランス原子力庁国際局長

・《墜加巻との討論》

午餐会（12300《’1邸00）　　於京都宝ゲ池プリンスホテル地下2階「ブリンスホ沸」

　特別講演「日本画の美とは何か」　（仮題）

　　　加山又造　　　日本画家
映画上映（12嵩30《’13＝45）　　於国立京都国際会館大会議場

　　　㊧伝統と創造のまち京都（京都市文化観光局観光部宣伝課）

　　　㊧信頼性向上をめざして（原子力工学試験センター）

　　　　一原子力発電所の耐震設計・評価に関する試験について

　　　㊧豊かなくらしとエネルギー（科学技術庁）

セ1ッション3（14＝ 15～17詔尋5）

なぜこうなった一原子力への国民の意識

議長：勝　部　領　樹　　　　　　　（株）NHKエンタープライズキャスター

く問題提起：》

　「エネルギー・原子力についての国民の意識」

　　　中　村　政　雄　　　　　　読売新聞社論説委員

く＝ノ・ζネノレ言寸論＝》

　パネリスト

　　　石　橋　忠　雄　　　　　　弁護士

　　　大宅映子　　　ジャーナリスト

　　　木下冨雄　　 京都大学教養部教授

　　　野　坂　昭　如　　　　　作　家

　　　中　村　政　雄　　　　　同　前

く墾加者との討論》
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4月11日（水）

セッシ藷ン4（9慧⑪0～胴竃30）

原子力のない経済社会は…

議長：岸　田　純之助　　　　　　　（財）日本総合研究所会長

　r温室の中の生活一チ晶ルノブイリ後の原子力発電」

　　　R。ウィルソン　　　　　　ハーバード大学教授

　「エネルギ～開発と礫境影響一フランスの事例」

　　　H。ブシャドー　　　　　　フランス社会党国民議会議員

　「原子力をやめた場合の経済、社会的コストを考える」

　　　武井満男　　　名古屋経済大学経済学部教授

鴫謬加管との討論》

ビ調Lツ＝フニ臆ランチ　（1豊呂00♂》13霧3億）

通商産業大臣所感

　　武　藤　嘉　文

　　於　国立京都国際会館　地階宴会場「サクラ」

後面　関西電力㈱、住友電気工業㈱、三菱重工業㈱

通商産業大臣

セッ　シ濁　ン　駐5　　（1尋　躍　〔｝0認17　設　0⑪）

これからのエネルギー・原子力は…
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衆議院議員、自由民主党前政務調査会長

衆議院議員、日本社会党政策審議会長

同　前
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朝日新聞社論説委員

フリージヤ～ナリスト

大会康とめ一何がわかったか
大　前　研 同　前

7罵アウ鵬ル・レ偬プシ翌ン（1了竃⑪0’》18詔30）

於　国立京都国際会館　宴会場「スワン」・庭園
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4月9日（月）

開会セッシ響ン霧

14　80～16　30

畷精別講演》

一一 V一



わかっていないことは何か一大会の基調

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年次大会準備委員長

　　　　　　　　　　　　　　　　　マツキンゼー・ジャパン会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大　前　研　一
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世界のエネルギーと環境・政治

テネシー州立大学学長

前米国テネシー州知事

L．アレグザンダー
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臼本のエネルギー・原子力を考える

　（財）灘業研究所

理事長　稲葉　秀三

①ここ数年世界と日本のエネルギー情勢は緊迫してきており、日本でも昨年から、政府の

総合畿ネルギー調査会を申込に、全薗的な見直しをしております。その結論は、今年の5

月か6月頃には出ると思いますが、これらに関係していることもあり蜜して私は、「エネ

ルギー問題は日本にとって予想以上に大変なことになるかもしれない。したがって、もっ

と多くの人たちに濫ネルギーの需給や麗境に与える影響などについてその実情を知ってい

ただき、はっ還りした見解をもつよう訴えねばならない」と思うようになりました。

②ここでは諜ネルギー問題、政策、これに関連して原子力をどのように扱うべ毒かについ

ての個人的な見解を開陳し、皆さんのご批判を得たいと思います。

③その第1点は、エネルギーそのなかの電力について前途楽観論が談だ田本には多い，kう

に思うのですが、これについてもっと真剣かっ多角的な検討が必要であるということです。

押紙では1955年からの経済や国民生活の近代化にともない、濫ネルギー需要が急上昇

してiき議した。　1955年から1973年までにエネルギー総消費量は6。　5倍、しカ・も

石油は実に96倍も増加し、78％の濫ネルギ～を石油が占めるようになっためです。第

1次石油危機を契機に油皿ネルギー、省石油の政策が推進され、艶本の産業構造も変化し、

諜ネルギ～の構成も晶晶問題を意識しながら、多様化いたしました。特に電力の場合は、

原子力が石油の代替エネルギーとして大兄な役割を果たしたのです。1980年代に入り

ますと、全体の皿ネルギー消費が絶対的に低下するようになり、　「ひと頃のように皿ネル

ギーについて心配することはない」という見方が大勢を占めるようになって談いりました。

　ところが1985年頃を転機にして雌ネルギーの需給が変化して現在に至っており、こ

れは世界的にも見られる傾向なのです。今私たちが再検討しています1987年の政府の

長期エネルギー見通しは、1987～2000年蜜での諜ネルギーの需要の伸び；を1力年

平均1。6％としていますが、1987～89年については4％を上圓っております。そ

して、今後も年3～5％の伸びは当公続まそうに思うのです。これについて私が個人的に

心配していますのは、上述しました長期見通しの諜ネルギー増加に対処する2000年あ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　…11…



るいは2005年までのエネルギー設備の建設すら今のままでは実現できないということ

です。一体これを不問にしてよいのでしょうか。

④第2点として、原子力建設の立遅れのほかに、最近のエネルギ～をとりまく磯境問題を

考えますと、エネルギーの最低限の獲得は、そう簡単なものではないということです。こ

れからはCO2や地球温暖化の問題などが世界各国の間でより翼剣な議論の対象となるで

しょう。そして、田本の政府も属間も本格的にやり方を変えて、地球規模での環境対策の

ために積極的に寄与していかねばならないでしょう。

⑤第3点として、最近私は誰ネルギーの問題は国民自らが検討せねばならないと思うよう

になりました。しかも一一方的ではなく多元的に「将来のエネルギーや電力の需給への霜剣

な対処の必要性」、　「濫ネルギーの数量および個々の諜ネルギーのコストの妥当性」、

「原子力発電の安全性やCO詔等の排出などに関連する環境の問題」等を総合して配出し

ていかねばなりません。っ議り、これからのエネルギー闘題と対策は「多元方程式を解く」

というやり方でやって．いかねばならないのです。

⑥最後に、今まで原子力のPAは、これから発電所を建設しようとする地方の住民の方た

ちを中心に行なわれてきました。しかし、チェルノブイリの事故以来状況は変わり、発電

所周辺の地域住民だけでなく、都市乱民の聞にも原子力に対する抑制論が世界的に大踊く

なりっつあるので、私たちはもっと総合的にエネルギーや覆境の問題を多くの人たち、特

に御婦人方にも訴えていかねばなりません。そのような考えにたって私は過去1凶年以上

国民にエネルギーのことを考えていただく材料をもっと提供していかねばならないと訴え

てきたのです。これらを通じて「これからの諜ネルギー、特に電気の需給と環境闘題に対

処していくには、もっと本格的に原子力発電を田本で推進しなければならない」と思うよ

うになってきたのです。これからは、雀エネルギ～と並行して「原子力発電所をもっと建

設して下さい」と国民の多くの方々が自発的に申し出るような方策をつくりだすことが必

要ではないかと思うのです。

　日本のエネルギー問題はそのようなところまで考えなおさねばならない重大な転換の時

を迎えようとしているのではないでしょうか。
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4月9日（月）

セッション1

エネルギーフ［コントー各團のアプローチ

16　30～18　20

　10年後に迫った21世紀時代を展望し、エネルギー需給問題について、199◎年代

にまずなすべきことは何か、その異体的な対応と方向性を探る。ここではまた、地球規模

の環境問題も再認識しつつ、原子力開発を進める上で一国の国情にとらわれず今後も各国

が一体となった国際連帯と国際化が必要とされていることを念頭におきつつ、将来の望ま

しいエネルギー供給体制の構築を求めて、そのあるべき姿を展望する。

鴫謬加巻との討鵠》
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2000年に至るハンガリーのエネルギー政策の考え方

ハンガリー塵業大臣代行

　　　　　　1。サ　ボ

　ハンガリーの新しいエネルギー一政策のおもな特徹であり、また必要条件はエネルギー効

率を改善し、エネルギーの集約の程度を滅らすことである。これらの対策は経済生産体制

の再構築、濫ネルギー関連技術の近代化の促進、および皿ネルギーの合理化と省エネルギ

ー活動をさらに発展させることによって確実となるであろう。われわれは市場経済によっ

て後者（複数）の実現を進んで行う計面である。

　われわれは、世界の市場競合によって定められる条件に従い、少しずつ増加している所

要エネルギー（エネルギー消費の年間総増加率は0。5～0。6％）を満たすために、国

内のエネルギー資源を利用していくつもりである。こうした条件のもとで、国内の原油と

天然ガスの生産量は地理的条件によって限界があり、このため開髭量は今後10年間に減

少するだろう。石炭生産の限界コストは、代替エネルギー・キャリアー（共用石炭および

暖房用オイル）の調達コストによって決定される。このような競合において、地下にある

石炭鉱山の生産量は、現在の1，500万㌧から2000年にはおそらく1，100万～

1，200万㌧に減少するだろう。それと岡時に，地表で採掘する褐炭の生産量は現在の

500万㌧から約800万～900万㌧に増加するだろう。

　エネルギー資源開発見込みのほかに、国家経済に必要な（エネルギー）輸入愚は現在の

51％から約64～65％に増加するだろう。エネルギー輸入を増加するに伴って技術的

要件が派生するだろうが、所要の確保には外貨を調達しなければならない。また、一面的

な対外依存を緩和するための、いくつかの主要な柱に立脚するための基本的条件も確保さ

れるだろう。既存のパイプラインと送電系統がハンガリーとソ連を密接に結びつけている。

供給の保証と多様化のために、われわれは西欧諸国のエネルギーシステムと結びつける可

能性をつくり出すべきである。

　電力需要の控えめな増加率（年間で約1。5％）を満たすうえでの主要な関心事は、資

金の投資である。既存の発電設備容量を考慮すると、約10年間は新たなベース・ロード
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用発電所を建設する必要はない。今のところ、増加する需要は複合サイクル・ガスタ～ビ

ン発電所により供給でまる。この発電所は投資コストが安価で、在来の復水式発電所より

効率が高い。しかし、今後10年の最後までには、新たに大容蚤発電所の運転開始が必要

となる。新規のベースロード用発電所建設についての最終的な決定は事業面を考慮すると、

この2～3黛のうちに決定すべ壽であろう。上記の発電所の建設計画のもつリスクは、シ

ステムの炭化水素の需要量が増加することであり、原油の世界市場価格が高くなった場合

には、国家経済にとって外貨負損の増加を意味する。それにもかかわらず、この計画の利

点は必要に応じて容漿の追加が早くできることと、所要の資本費が安いことである。

　ハンガリーのエネルギー政策の根本は礫境保護で蕎り、可能なか謬り環境影響を軽減す

ことである。また、技術的開発も重要な課題の一つであり、エネルギー効率を高め、皿ネ

ルギーを合理的に利用するうえで重要な手段となる。われわれは、エネルギー・キャリヤ

ーの価格が国家経済レベル（世界市場価格、長期的な価格上昇）のコストに正しく反映さ

れ、またエネルギーを効率的に生産する企業に、安定し独立した経済条件を保証するよう

な経済および組織の枠内でこれらを実現しようとしている。
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インドのエネルギー・環境問題と原子力開発

前インド原子力委員会委員長

　　　M。R。スリ晶バサン

　インドは，現在も増加している約8億の人出をもつ大きな国である。インドは農業，工

業およびサービスにおける発展の過程を経っっある。当然，エネルギー需要は石面，石油

およびガスといった形の一次芯ネルギーとして，また電力のような二次エネルギーとして

増大している。インドは現在も一次諜ネルギーの40～50％を木，農業の廃物および牛糞と

いった非商業的資源に依存している。木への大量の依存は大規模な森林を失う結果となっ

ている。理想的には灯油やコークス，ガスが国内の燃料として置き換えられるべまである。

　発電設備容量は約5，500万姻であるが，2000年までには1億から1億LOOO万kWまで増

大するとみられている。これまで経験した倍増までの期間は約10年となっている。電気エ

ネルギーの約65％は石炭燃焼に基づいている。石炭は地理的に均一に分布しておらず，消

費する中心地まで1，000Rmから1，500k蹴以上も輸送されなければならない。インド産石炭

のもつ高い灰の含脊量は，発電所の資本費の増大とは別に輸送費が増加する要因である。

1950年代，60年代，70年代において高かった水力発電の開発のテンポは，80年忌にゆるん

だが，90年代にはさらにスローダウンするだろう。残っている森林地域の水没，有害な生

態学的問題および再定住を必要とする多くの人々の反対が水力発電の反対の理由である。

原子力発電は現在，電気供給の約3％に寄与しており，計画ではこれを2000年目でに10％

あるいは！5％まで増大させることになっている。

　インドでは重水炉に基づく独自の原子炉開発を遂行し，23。5万kWと50万剛の2つのタイ

プを標準化した。これらの標準型炉のそれぞれ12基が200〔｝年までに建設されるだろう。イ

ンドは原子力発電所に必要な装置や機器，原子燃料および重水の全てを生産している。イ

ンドは高速炉に強い関心をもっている。高速増殖試験炉（熱出力4。5万剛，電気出力1。5

万綱に続いて，50万剛の高速増殖原型炉が設計されている。このFBR原型炉は1998年

頃の運転入りが予定されている。BWR2基からなる最初の原子力発電所は20年間にわた

り満足のいく運転を達成している。ソ連は1988年に100万剛級VVER（ソ連型PWR）

2基をもつ原子力発電所の建設に合意した。フランスおよび西ドイツとの共同事業体との

闇で，　100万kW級PWR2基をもつ原子力発電所の建設についての協議が続けられている。
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　エネルギー計画の立案者は電力供給ミックスの重要な要素として原子力発電を考えてい

るが，生態学者や地方のグループの間で原子力に対する反対が起こっている。この点につ

いては，公衆を教育するために相当な努：カがなされている。原子力発電を増大するための

当面の計画に対する重大な圧迫要因は，投資資本の入手可能性である。
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ソ連における原：子力発電：現状と将来展望

　ソ連原子力発電・煮魚省

次官　E。N。ポジシ濫フ

　ソ連では、！990年初頭の時点で、15サイト、合計45基の原子力発電所が運転されており、

総発電設備容量は3，650万kWとなっている。運転経験は合計420原子炉・年を数えるに

灘っている。合計3基、設備容愚51万kWが廃炉となったが、これはいずれも設計寿命が

満了したことによる。！989年には44万kW軽水炉2基組合せ型VVER－440のアルメ

晶ア原子力発電所が閉鎖されたが、これは公衆による反対運動が原因となっている。

　原子力発電は主としてRBMK（黒鉛チャンネル型）およびVVER（軽水炉）両タイ

ヅの原子炉により行われているが、1989年の発電量の割合は前面が49％、後着が47％とな

っている。ソ連では！989年に原子力発電が総計2，120億kWhを発電したが、これはソ連

の総発電電力量の12。5％にあたる。この割合は、他の国の方がより大きい。

　ソ連の原子力発電所の性能は他の先進諸国のそれらに比肩するものとなっている。大部

分の原子力発電所は、ここ数年間65～75％と安定した設備利用率（LF）を維持している。　V

VER－440およびRBMK－1000両タイプの原子炉プラントは最高のLF値（72

～80％）を示しており、また、いくつかの理由により、発電所の運転停止期闇も最短とな

っている。発電所の事故および異常事象発生回数の低減に向けて一定の傾陶がうかがえ、

1988年には緊急防護システムの作動を伴う計画外運転停止回数は1煩・年当り2。2圓であ

ったが、1989年にはこの赤鼠はわずか1。5回に低下した。1989年忌発生した原子力発電所

の計画外運転停止は、設計上の不備（全停止回数の13。5％）、機器類の低晶質（岡26％）

および人為的なミス（同40。3％）等によるものであった。

　チ諜ルノブイリ原子力発電所の事故の経験から、原子力発電所の安全性関連各種要件が

強化されるところとなった。国際原子力機関（IAEA）により策定された国際的な壷金基準へ

の適用に努めることは、こうした諸要件を満たす上での主な要因となった。ソ連では、チ

菰ルノブイリ原子：力発電所の事故発生後、すべての原子力発電所について詳細な安全性解

析が実施され、とくにRBMK型発電所の安全性向上を閉的として、発電所の安全レベル

を向上するための一連の科学技術的および組織上の対応策が提出され、実行に移行されて

いる。
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　訓練センター、訓練ポイントに設置予定の原子力発電所運転要員の訓練用シ譲ミレータ

ーの建設計画、および技術補助装置の開発が目下進行中であるが、これとともにこの領域

における国際協力、特に米国との協力関係の促進も図られている。

　現在、発電所運転要員訓練用の実寸大シミュレーター2基が利用可能となっているが、

そのうち1基はスモレンスク原子力発電所のRBMK：型原子炉要員の訓練用に、残り1基

はノボボロネジ原子力発電所のVVER型原子炉要員の訓練襯に利用されている。

　原子力発電所の運転安全性をさらに高めるため、バックッィットなど各種改造計癒が開

発されるに至っている。

　原子力発電所の運転維持、とくに鋤簾発電所の建設ならびに将来における原子力発電を

めぐる諸問題は、ソ連郭内の包括的な社会・経済の情勢等の観点から考察が行われること

になると思われる。とくにチ轟ルノブイリの事故は、主として原子力災害に酋する恐怖が

原因となって、反原子力運動を生む原因となっている。　これと岡時に、ソ藻の科学蕾お

よび電力関係の技術者は、原子力発電は現在ならびに近い将来における唯一のオプシ識ン

であると確信している。チ鵡ルノブイリの事故後、現在までに新たに8基の原子力発電所

（各100万kW）が運転を開始した。

　現在17サイト、34基の原子力発露所が建設中であるが、一方では国内の公衆による反対

運動、他方では原子力発電所安全性向上の各種要件に適合する必要性から、いくつかの原

子力発電所についてはその建設が延期蜜たは凍結される結果となっている。なお、建設予

定の原子：力発電所に求められている立地政策については、現在その見直し作業が進められ

ている。

　RBMK発電所の建設計画に対しては、撤退していく方向で決定がな終れている。

　今後5年間（！99！～！995年差の間で新規に運転を開始すると予想されている原子力発電

所は、VVER－1000型6墓に過霧ない。これは、寿命により廃止措置を受ける原子

力発電所を考慮に入れても、2000年までに8，！00～8，300万kWの原子力発電設備容黛の

増加を達成できるだけの建設容量と原子力塵業の製造能力が存在するという事実にもかか

わらずである。ソ連の原子力計画の今後の拡大は、国際的な益金基準に適合する諸特性を

備えたVVER型原子炉の利用が主な基盤になって行われるものと期待されている。
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4月10日（火）

セッション量

変わるか世界の原子力政策

900～1130

各国の野党の原子力政策をはじめとするパブリック・ポリシーを踏まえた上で、原子力

の復活をめざし行動を起こしつつある米国、近い将来に総選挙をひかえ与野党伯仲見通し

で揺れる英国、原子力について厳しい見方をしつつある西ドイツ、そして原子力にさらに

多くを依存しようとするフランスの現状などを紹介するとともに、各国におけるエネルギ

ー政策の変化をレビ謳一し、世界における原子力政策のあり方を探る。

く謬知者との討論：》
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米国の原子力復活は可能か

米国共和党上院議員

　　　M。ワロップ
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エネルギーと環境

英国労働党下院議員

J。A。力轟ンガム

　濫ネルギーの生産はいかなる方法で得るとしても、肋骨に対してとくに難しい課題を提

議する。燃料の生産や燃焼、転換のすべてはリスクを伴うものであり、汚染の原因となり、

処分の必要な廃棄物を発生する。酸性雨や「温室効果」、放射能放出、放射性廃棄物、三

下酸化物（NOx）ガスーこれらは壊れやすい環境システムを緊急に保護する必要性につ

いての今日の議論の中で大変聞泰慣れた言葉となっている。さらに再生可能濫ネルギーで

さえ、環境に対して大きな影響をもっている。

　われわれの生活水準だけでなく、第三世界の何億という人々の生活水準を維持し、より

良くするために、エネルギーが必要である。全世界的にみれば、エネルギー需要は増大す

る傾向にある。というのは、たとえ先進国でエネルギー需要が大きく減るとしても、開発

途上国では、人ロの増加と、何億もの人々の生活水準を向上させたいとの妥当な希盟を満

たすために、エネルギー需要が大きく増大するからだ。

　エネルギー生産下野は土地や資金、また水のような他の資源の巨大な消費者である。ま

た、エネルギー産業、とりわけ電気事業と石油産業はしばしば、環境に影響する海岸や河

口に大きな土地を占有している。このような種々の事情を考慮すれば、われわれが現在よ

りもさらに効率よくエネルギーを利用しなければならない極めて重要な理由がある。われ

われにとって、エネルギーの需要と環境の保護や保全はまさにジレンマとなっている。チ

ェルノブイリでの災害の後、原子力は支持を失ったが、人々は自分たちの未来と環境につ

いて当然ながら心配した。

　西カンプリア地方におけるがんの実態に関する1984年の「ブラック報告書」に述べ

られた勧告に続いて、マーチン・ガードナー教授とその協力下達はセラフィールド原子力

施設の近くに住む若い人々について、白血病とリンパ腫発生の権威あるケース・スタディ

を行った。

　その報告書は、セラフィールドで働いた入の放射線被ばくとその子供達に起こる白血病

の闇に関係があることを示唆しているが、これは非常に重大な関心を払うべき事柄である。

この調査は以前の研究とは大奏く異なる新たな知見である。もしこれが確認されれば、雇
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用形態および原子力産業従事者の保護、作業において放射線被ばくのリスクを負うすべて

の入々に適用される放射線量限度の実施に大きな影響を与えるだろう。

　地球上のすべての人々は、環境と開発に関する世界委員会が発表した「地球温暖化」の

問題に直面している。ブラントランド報告書（1987年4月）は次のように述べている：

「環境安全への脅威は地球的規模で現われ始めている。これらの厄介な事態の大部分は、

二酸化炭素およびその他のガスの大気中の蓄積を原因とする地球温暖化の予期される結果

として現われる」

　われわれは環境の科学を理解するにつれて、その将来が再度変化することを知る。石炭

や石油、天然ガスなどの化石燃料の燃焼は、温室効果ガスの最大の発生源であり、地球温

暖化の最も重要な原因である。地球温暖化がもたらすであろう気候変化を少なくしょうと

するならば、二酸化炭素放出の抑制を讃ず第一一に行わなければならない。その必要性は交

通政策にも影響する。というのは、自動車からの放出ガスは温墜効果ガスの総量に次第に

寄与しているからである。

　英労働党はこれら問題に対処する方法として、最善で、最も早く、最も経済効率が良く、

かつ礫境に健全な手段は、エネルギー節約に対する確固とした長期的政策であると考えて

いる。このことは経済への介入を必要としており、バランスのとれた認ネルギー政策の必

要性を意味している。われわれは、化石燃料が今後数十年闇、主要な根幹をなすものであ

ることを認識している。ただし、われわれはあらゆる状況において、英労働組合会議（T，

U。C。〉などの下記の見解をともにする立場に立っている。

「長期的な戦略資源として原子カエネルギーを除外することは賢いことではない」

　われわれは諜ネルギーの節約や輸送、燃焼、利用を改善するための積極的な研究活勤を

一層支援することが必要であること、また、代替エネルギー源開発が緊急に要請されてい

ることを認識している。

　われわれは、環境へ影響を与えず、さらに持続性のある濫ネルギ～システムへ安全で、

一貫性のある転換を可能にする新しいアイデアや技術の可能性についての研究を政府が支

援すべきである、と考えている。
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連邦野党のエネルギー政策と原子力開発への対応

西ドイツ社会民主党連邦議会議員

　　W。一M。カーテンフーゼン

鮭下民孟党（＄PO）の原峯力政策の二二

　10年闇にわたる論争の末、西独社会民主党（SPD）国民会議は1986年、最終的

に西ドィッにおける原子力利用を停止することを決定した。この闘標は可能な限り10年

以内に達成し、下記の要秦を含めることになっている。

一高速増殖炉や高温ガス炉のような改良型原子炉をこれ以上開発しないこと。

一再処理した使用済み燃料要素に墓つく廃棄勒処分およびすでに蓄積された放封性廃棄物

　の直接最終貯蔵といった戦略を放棄すること。

一在来型原子力発電所の引金盤を調査し、安全性を理由に閉鎖できるようにすること。

一原子力発電所の操業者への補僕を直ちに必要とせずに、10年以内に西ドイツ送電網か

　ら既存の最近の軽水炉を徐々に撤退させることを可能とする原子力法を採択すること。

原町力利回の停止の理由

　1。発生確率は低いが、原子力発電所が運転中に発生するかもしれない深刻な事故は受

　け入れがたい。リスクの質からこのようなエネルギー源は放棄されるべきものである。

　2。プルトユウムの利用は結局、原子力の平和利用と軍事利用の境界線を消滅させるも

　のである。

　3．原子力発電所から発生する放尉性廃棄物の処分闘題は今日まで世界中のいかなると

　ころでも解決されていない。

　4。原子力の利用、とくにプルトユウム産業は、厳しく管理されなければならないため、

　長期的において社会の民主主義制渡が危険にさらされるかもしれない。

　5。今田、すでに存在する過剰な容量は、原子力発電がすでに発電用エネルギ・一源とし

　て西ドイツの国内石炭にとって代わりっつあることを示している。

原子力利用の停止による西独團内電力供給への影響

　西ドイツは国内に渥青炭および褐炭の有数な資源を保有している。しかし、優先順位は
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単に、発電用（原子力発電が現在、総発電電力量の40％を占めている）として、石炭お

よびガス、石油を利用することではない。原子力利用の停止は、われわれの天然資源を大

切に、かっできるだけ少ないリスクで利用しながら、生態学的に受入れ可能な電力供給を

確保するといった冒標に関連したものでなければならない。

　1、われわれは、浪費の少ない、より効率的なエネルギー利用を奨励するような集中的

　な戦略に政府が立ち戻ることを要求する。この10年間に、諜ネルギー消費量を屋内暖

　房利用では少なくとも30％、産業用プ撒セスヒートでは五〇％、電：カでは20％を削

　減することが経済的にも技術的にも可能である。

　2，国内石炭は過渡崩蘭において、生態学的に受入れ可能で、より効率的な方法で利用

　されるべきである。この方法により、西ドイツにおける原子力利用が徐々に終了する際

　に、亜硫酸ガスの放出量はほぼ70％、窒素酸化物の放出量は50％以上を削減するこ

　とが可能である。

　3。最終的には、電力供給用として、再発生可能なエネルギー源に注下するべきである。

　太陽エネルギーから得られる水素はもっとも有数な資源であることを証明することがで

　きるだろう。これは原子力と岡様に、その利用によって炭酸ガスを発生するものではな

　い。

エネルギーと環境

　地球の気候は、とくに炭酸ガスの放出によって、危機に瀕している。SPDは原子力利

用の停止戦略が、生態学の観点からも、受入れ可能であると考えている。まず、原子カエ

ネルギーはそれ自身が生態学面でのリスクをもっている。第二に、石油およびガスによっ

て独占されてる熱供給市場では、かなりのエネルギーの節約が可能である。高度に開発の

進んだ先進工業国においては、原子力発電所をさらに建設することで電力供給を増やす代

わりに、短期間で、費用対効果の一層すぐれた、エネルギー節約を開発することができる。

こうして産業の基礎となる構造が変わる。さらに、経済的圧力を産み出すために、電気料

金は税金を通じて劇的に値上げしなければならない。これは、より浪費の少ない、より合

理的な方法によるエネルギー利用を消費者にもたらすものである。
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　　　岐路に立つ原子力

世界的な相互依存の必要性

フランス原子力庁国際局長

　　　　　　G。エレーラ

　原子力は今日、岐路に立っている。たとえどのようにその将来を予測しようと試みたと

しても、エネルギーの必要性が世界で高まっていることを考慮すれば、われわれは原子力

凱ネルギーが二四される可能性を見出すことはできない。しかし、原子力に将来を与える

ことを望むならば、いくつかの問題を完全に解決する必要があるという現実をますます認

識しなければならない。

　今回の発表ではフランスにおける現状をいかに分析し、問題にいかに対処するかを紹介

する。

1．エネルギーは必要なのか？

　a）予測することは非常に難しい技術である。多くの尊閣家がこれまで、誤ちをおかし

予測を外している。しかし、われわれには特定の決定を下すと糞にある程度指標が必要

である。というのは原子力産業にとって、ほぼ5年から10年のリードタイムはかなり

なものであるとの現実があるからだ。われわれはこれまで、マクロ経済的要因について

過大評億する傾向があり、70年代においては非常に楽観的な予測となった。しばしば、

われわれの予測は政治的、社会的状況を全く考慮せず、多くの国々の現状から将来を考

えただけのものであった。

　b）しかし、いくつかの理由によって原子力界は1990年代の半ばから後半に、再度

原子力エネルギーが立ち上がると確信している。

　・人口の増加によって世界的にエネルギーの必要性が高まっていること

　・とくに璽欧諸国の経済発展が電力需要の増大に連動すること

　・原子力が温室効果に関する環境影響について好ましい記録を示す可能性があること

2．原乎力開発はいくつかの榮件が満たされれば再開される

原子力開発を再開するためには技術的・政治的条件が満たされなければならない。
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a）技術面としては、以下の条件が適用されなければならい：

・原子力は化石燃料に対する競合性を維持し，現在競合性がないところでも競争力をも

　たなければならない。

・技術的解決策は異なる状況の中での要請に適するように開発されなければならない。

例えば、現在運転申の大型原子炉は，ある国もしくはある送電網には不適切である。

　そこでは新型の、より小型のものが適切だろうし，そういったものが開発されなけれ

　ばならない。

・安全性はあるゆる状況とあらゆる炉型において確保されなければならない。その安全

　レベルはどの地域でも、同程度の高い安全レベルが確保されなければならない。この

点に関しては国際原子力機関α岨A）の安全運転調査チーム（OSART）や原子力安全基準

　プログラム（NUSS）といった枠組みのなかで行われている作業が最も重要なものである。

　この点については、能動的安全と受動的安全の好ましいバランスに関する新しい澹え

　方が打ち出されなければならないない。

・放射性廃棄物の課題を解決しなければならない。放射性廃棄物間題が解決された時に、

　環境保護の観点からも原子力が好ましいものであることが一般の人々にもわかるだろ

　う。

b）もう一つの政治面としては、二つの課題が解決されなければならない：

・今日、多くの国々は原子力に対して要イナスのイメージをもっていることは明らかで

　ある。長い闇、それがなかった日本やフランスといった国でさえ、問題に直面してい

　る。

　　人々にわれわれの考えを伝えるための方法を発見し、原子力は良い選択であること

　を確信させなければならない。

・一禔Aわれわれは一般の人々や政治家の心にある原子力の平和利用と核兵器は関係が

　あるとの考えを無視することはできない。われわれは時間をかけて、iAεAの枠組みの

　中で、包括的な核不拡散および保障措置システムを作り上げた。われわれはこの点に

　ついても、人々の信頼を獲得するための努力を展開する必要がある。

3．フうンスにおける開発

　われわれは高い技術実績を追求し続けなければならないが，これは国際化を通じて達成

することが最善の方法であると確信している。
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　われわれの目標は今日、原子炉を安金性および経済性の面で向上をはかりながら運転を

続けることである。また、高速増殖炉分野で作業を行う一方、小型の改良型加圧水型炉の

ような将来型原子炉に関する革新的な計画に着手するなど、いくつかの方法によって将来

に向けての準備を行わなければならない。

　これらの目標は国際協力を通じてさらに達成されるだろう。高速増殖炉は欧州の枠組み

で開発されたものであり、今後も続けられるだろう。

　加圧水型炉もさらに開発され、仏フラマトム社と西独KWUの合弁会社NP玉社によっ

て市場に出されるだろう。

　燃料サイクル分野については、再処理は主にフランスと英国で実施され、MOX（混合

酸化物）燃料は欧州の枠組みの中で加工することが検討されている。

　安金性もまた国際的な課題であり、欧州諸国は多くの点（研究開発、安全解析）で協力

している。これはまた、東欧諸国にも拡大されっっある。

結　論

　今Ei、世界の原子力に影響を与えるかもしれない多くの不確実性があるにもかかわらず、

われわれは原子カエネルギーの開発について楽観的である。

　しかし、われわれは高い実績をめざして努力し、人々がさらに受け入れてくれるように

活動しなければならない。

　この目標を遷成するための最良の方法は、1胡Aのような国際機関を通じてだけでなく、

二国間ならびに多国間協力を通じて、幅広く国際的に努力することである。
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4月10日（火）

午餐会畢

12　00～14　00

鴫特別講演》
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日本画の美とは何か　（仮題）

日本画家

加山又造
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4月10日（火）

セッション3

なぜこうなった一原子カへの團罵の意識

14　15～17　45

わが国では、現在、主婦層、若年層等を巻き込んだ反対運動が依然として全国的に続け

られており、原子力の是非をめぐって活発な論争が行われている。ここでは、今日、エネ

ルギーおよび原子力について、なぜ国民の間に認識の違いが生じるようになったかをレビ

訟一し、今日の状態に至った経緯および理由等について、有識者の参加を得て、立場を越

えたさまざまな角度からの意見を求める。

鴫i参加蓄との討論》
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エネルギー・原子力についての．国民の意識

　　　読　売　新　聞　社

論説委員中村政雄

　日本原子力産業会議が最近実施した原子力に関する意識分析調査を土台に、原子力に射

する国民の意識がなぜこうなったかを考えてみたい。

　この調査で「積極的に原子力発電を増やす」は0。8％、　「徐々に増やす」が28。9％、合

わせて29，7％が推進だった。　「現状程度」の中聞派が45。7％、　「減らす」11。7％、　「止め

る」　7。2％、合わせて！8。9％が反対だった。

　1987年8月から88年10月までの1年間に、総理府、悔紛新聞社、読売新聞社、NHKの

4者が、原子力に関する世論調査を実施した。歯痛の調査をその4つの調査に比べると、

「廃止しろ」という意見は確かに青ったが、　「積極的に増やせ」という意見も減っている。

現状は認めるが、積極的に支持しかねるという人が多数派のようだ。建設推進に支持灘が

高くないのは、石油の供給量が豊富で、エネルギーの需給に緊張感がないからだろう。

　日本にはエネルギー問題を楽観視する人が多いことを今圓の調査は示している。　「国際

情勢の変化により第三の石油シ罰ックが起こる」と考える人は2人に1人しかいない。

　原子力発電に反対する、あるいは否定的な考えを持つ人に共通する意識のうち最大のも

のは「そもそも原子力発篭は必要なのか」という不信感である。因子分析によれば、反対

理由のなかで「放射線に対する不安」　「推進派に対する不儒」に比べ圧倒的に多い。

　必要性に対する情報提供が不足していた。推進方法にも問題がある。推進側の情報は反

対派に比べ説得力が弱いからだ。原発推進の説明を「まあ納得で憲る」が17。9％、　「あま

り納得できない」は27。5％。原発反対の説明について「まあ納得で趨る」37。5％、　「あま

り納得でまない」10。9％であるのに比べると推進側の説明は明らかに説得力壱欠いている。

　推進の説明が納得できない理由に約6割の人が「都合の悪いことは公表しない」、　「実

際に米ソで大事故が起きている」、　「事故が起きても“安全”としか言わない」、　「国民

の不安や疑問に十分に答えていない」ことを挙げている。

　原子力発電について安全でないと思う人ほど安全性に関心が高い。　「原子力発電を専門

家だけに任せておくのは不安である」と思う人が45％いる。安全対策は専門家から見た判

断だけでは不十分、技術的安全のほかに社会的安全が必要で、社会的に受け入れられるよ
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うな安全性を説明する工夫がいる。その対象となるのは廃棄物、放射線の影響、使用済燃

料の再処理の安全対策、原子力発電所や施設の事故、故障の実情などである。

　見落としてならないのは、原子力発電に反対する人ほど、生活レベルを下げてもいいか

らエネルギーを節約する必要があると思っていることだ。原子力発電の支持者には、そう

思わない人が多い。原子力発電の推進派は、現在や将来の社会の豊かさを肯定する人が多

く、反対する人は否定的で、豊かさの波に乗れていない。こういう反対派の地球観、生き

方論に対する説得策は欠けている。

　マスコミが公平な報道をするかどうかは大事な要素だが、この調査報告によれば、マス

コミ報道の評判は悪い。　「マス謬ミは故障も事故という」、　「興味本位に情報を流すので

不蜜感をあおる」などである。

　だが、一一般の人々も、　「大丈夫だ」というより「不安だ」というマスコミの方を信用す

ることが今回の調査で分かった。新聞については、推進より反対の人ほど新聞報道が信用

できると答える比率が高い。

　大学の理工系に進んだ人でないかぎり、放射能や原子力について教わらない学校教育、

国のエネルギ～政策よりも目先ぎの自分の選挙を重視しがちな政治家の姿勢などにも問題

がある。原子力と政治家の関係は世界的な課題だ。
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4月11日（水）

セッション4

原子力のない経済社会は…

900～1130

　エネルギー需要と国民生活とのかかわりを改めて問題点として問いかけ、もし原子力を

なくした場合、われわれはどのような代償を強いられることになるのか、そのコストと影

響などの問題点を提起する。ここでは、化石燃料火力、水力および新エネルギーを主体と

した場合に生じる国際的資源配分の激動、生活様式の変化、大気汚染や地球温暖化などに

光をあてながら、原子力に代わるエネルギーによる社会というものが成立しうるかどうか

を具体的に考察する。

《参加瀦との討論》
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温室の中の生活一チェルノブイリ後の原子力発電

ハーバード大学教授

　　R。ウィルソン

　1986年4月26日朝、ウクライナ共和国のチ濫ルノブイリに立地するレー晶ン記念

原子力発電所4号機で発生した事故は世界を潮繋させた。幾つかの国々は原子力発電計画

を繰り延べるか、遅らせた。一方、われわれは1989年の夏に、これまで六回あった猛

暑のうち、5番目のものを経験し、このことで人々は炭酸ガス放出の増大によって、地球

規模の気候変動の可能性があることに気がついた。これは原子力発電をより好ましいもの

にするものである。

　原子カエネルギーが望ましいものであると主張する場合、人々が理解していない懸念に

言及する必要がある。一単位重量のウランー235が（核分裂により）もつエネルギーは、

一単位重量の石炭が（燃焼により）もつエネルギーの300万倍であることは一般に認識

されていない。原子力は、われわれが燃焼生成物を抑え、環境汚染を減らすことを可能と

する。また、社会のどこかで、そう簡単には管理さ：れていない廃棄物処分と比較して、放

射性廃棄物処分は管理可能な課題である。

　このようなことや環境問題を議論する場合、理解を容易にするためには比較が必要であ

る。放射性核種から放出される放射線による癌と石炭の放出による医学的影響を同じよう

に保守的な計算値によって比較することがでぎる。私はこのような比較を紹介するつもり

である。

　しばしば、原子力発電に反対する人々は放射線の影響について大げさに主張する。この

ことに対応するためには、よく使われている疫学の基本的原則やさまざまな統計上の誤差

を理解することが重要である。私は、ノーベル賞受賞者リチャード・フ孟イマンとティペ

ットによって指摘された二つの有名な間違いについて、いかに大げさな主張を説明してい

たものであったかを簡単に紹介してみたい。
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エネルギー開発と環境影響一フランスの事例

フランス社会党国民議会議員

　　　　　　H。ブシヤドー

　フランスは欧州ならびに世界におけるエネルギー生産に関して、非常に特別な位置を占

めている。天然資源をほとんどもたず、1970年代初頭までは水力発電所ならびに石炭火力

発電所が広範に建設された。1970年以降は原子力発電が集中的に開発された（総発電電力

量の約80％を生産している）。同時に、フランスは濃縮および再処理施設を建設し、最初

の高速増殖炉実証炉（スーパーフェニックス）を開発した。これは、この種の発電所を完

全なネットワークに引き上げるものである。原子カエネルギー一への反対は1970年代に広ま

ったが、多くの発電所が運転を開始するにつれて減少し、安全対策にも多くの注意が払わ

れた。しかし、今日、フランスの世論はほかの疑問をもっている。

＊最初に、人々は環境について懸念している。この点に関しては、原子力発電所は水力発

　電および火力発電所の代わりに開発されるべきだと考えられているようだ。しかし，温

　室効果によって引き起こされた難しい問題は、われわれが今後、エネルギーを節約する

　方法について真剣に長期闇にわたり検討しなければならないことを意味している。

＊第二に、南北閤のエネルギープラントおよび技術の市場は、現在も「新」エネルギー源

　（太陽、風など〉と呼ばれているエネルギーのより広範な開発をもたらすものである。

　それは開発途上国の経済に適したものである。

＊第三に、フランスでは、意志決定手順に民主的精神が欠けていることへの不満がある。

　フランスでは、ひとつの国営会社が唯一の電力の発電／送電会社であり、研究および検

　査センターは直接政府に関係している。このきわめて集約的なシステムは効率的で安全

　なものである。しかし、これは決定内容のすべてを町の人に伝える上で常にうまくいく

　ことにはならない。私が国民議会に提出したエネルギーに関する報告書は、エネルギー

　生産および監督の分野の意志決定手順を一層オープンにすることを主張している。
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　　原子力をやめた場合の経済、社会的コストを考える

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名古屋経済大学経済学部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　武　井　満　男

標記のテーマを、次のようないくつかの断面から考えてみたい。

1。石油危機（1973年）以降のエネルギー供給と原子力発電

2源子醗聯停止され塒・2000年～2010年の世界の瓢ネルギ脚

3。石油経済と原子力発電

4。原子力発電の将来規模をめぐって
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4月正　IEヨ　（水）

セッション5

これからのエネルギー・原子力は…

14　00～17　00

　本大会では、地球的規模でのエネルギー問題＼原子力のない社会の実像について考え、

原子力に関する人々の意識構造に焦点をあて討論してきた。本セッションは、今大会の成

果を振り返り、またわが国の二大政覚の政策担当者の考えも聞き、原子力問題をめぐる認

識の違いが生じている現状を踏まえ、何がわかっていて、何がわかっていないか、そして

何を変えなくてはならないか、政策への反映を念頭に置きつつ、今後の開発課題について

の提言を絞り出すものとする。

鴫参加藩との討論》

大会豪とめ一塁がわかったか
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議長、講演者、パネリストの紹介
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委員長

委　員

原　産
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成元年9月28日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略、五十音順）

マッキンゼー・ジャパン会長

関西電力専務取締役

電気事業連合会原子力開発対策会議委員長、関西電力副社長

動力炉・核燃料開発事業団理事長

中国電力副社長

エネルギー総合工学研究所情報センター長

NHKエンタープライズキャスター

住友電気工業専務取締役

日本興業銀行常務取締役

エネルギー総合推進委員会専務理事

東：京大学工学部教授

電気事業連合会専務理事

朝日新聞論説委員

エッセイスト

日本原燃サービス社長

農業情報研究所常任委員

日本電機工業会原子力政策委員会委員長、三菱重工業常務取締役

兵庫教育大学学校教育学部教授

東京電力副社長

日本経済新聞婦人家庭部

日本原子力文化振興財団理事長

フリージャーナリスト

千里文化財団専務理事

日本原子力産業会議副会長、関西電力会長

科学技術庁長官官房審議官

通商産業省資源エネルギー庁長官官房審議官

外務省国際連合局参事宮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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開会セッション

　　　　　（議長＝）小　林　庄一郎既

大正ll年7月14日生　　　本籍　兵庫県

昭和別年　東京大学経済学部卒

　　22年　関西配電㈱入社

　　26年　関西電力㈱に引継採用
　　45年　　1司ネ土耳叉糸商そ≦ミ

　　47年　　周社常務取糸帝そ貫

　　49年　同社専務取締役

　　50年　同社取締役副社長
　　52年　　1司ネ土三叉糸帝そ隻ネ土長

　　60年　同社取締役会長

その他役職：社団法人　関西経済連合会

　副会長

　　　　　　　　　圓城｛春　次　郎民

明治40年4月3日生　　　本籍　東京都
昭和8年　早稲田大学政治経済学部卒

　　8年　中外商業新報社（現・㈱日本

　　　　　経済新聞社）入社

　　43年　同社社長

　　51年　同社会長

　　55年～同社顧問

　　63年一日本原子力産業会議会長

その他役職：石油審議会会長，産業構造

　審議会委員，原子力委員会参与

　　　　　　　　　大　晶　1友　治践

大正5年10月2日生　　　　栃木県出身

昭和16年　京都大学農林経済学科卒

戦後，栃木県庁に入り農務部長等を務め
る

　　49年　参議院議員に当選（栃木県）

　　52年　科学技術政務次官

　　54年　参議院文教委員長

平成2年　科学技術庁長官

この他，国会では内閣委員長，ロッキー

ド特委理事等も歴任，原子力委員会委員

長

　　　　　　　　　大　前　研　一域

昭和40年　早稲田大学応熱化学科卒

　　42年　東京工業大学大単院原子核工

　　　　学科卒
　　45年　マサチューセッツ工科大学大

　　　　学院原子力工学科卒（工学博
　　　　　士）

　　45年　日立製作所原子力開発部技師

　　　　　主に高速増殖炉設計に難事

　　47年～マツキンゼー・ジャパン会長

　　　　　兼大阪支社長

その他：著書「平成維新」等多数　戦略

的思考に関する海外講演多数

一一 T5一

〈特別講演〉

　　　　　　　　L．アレグザンダー既

1940年7月3田生
バンダービルト大学卒業後，ニューヨー

ク大学法律学校の法律レビュー・エディ

ターとして活動

1979～87年　テネシー州知事

現　在　　　テネシー州立大学学長

その他役職：現教育政策諮問委員会委員

（ブッシュ政権），　全米アウト。ドア委

員会委員長（レーガン政権時代），　金米

知事協会会長（州知事時代），

その他活動：ケーブルTVで教育に関す
る論評を担当中

1鱗

　　　　　　　遭

　　　　　　　　　稲　葉　秀　羅域

明治40年4月9難生　京者区府二京灘区市出身

昭和6年　　　京都大学文学部哲学科卒

　　9年　　　東京大学経済学部卒

　　36－45年　働国民経済研究協会会長
　　鳶8～5G年　　原予プ＝｝委員会委員

　　53～56年　行政管理委員会委員

　　58～62年　剛国策研究会会長

現在　　納産業研究所理事長
その他役職：㈱臼本エネルギー経済研究

所会長，㈹社会経済国民会議議長，㈱日

本生産性本部副会長他

褒賞：勲一等瑞宝賞受賞（昭和52年）



セッシ欝ン1

　　　　（議長）　生　照　豊　朗氏

大正［4年7月16日生　　出身　神楽川県

昭和23年目東京大学経済学部卒

　　　　　通商産業省（当時・商工省）

　　　　　入省

　　46年　経済企画庁長官官房企画課長

　　47年　通産省中小企業庁指導部長

　　49年　科学技術庁原子力局長

　　51年　働日本エネルギー経済研究所

　　　　所長
　　59年～同所理事長就任

その他役職：総合エネルギー調査会、産

　業構造審議会、石油審議会等の各委員

　　　　　　　　　　　　　1．サボ灰

［934年5月3旧生
1957年　　　ブタペスト技術大学卒

1958～72年　同大学非常勤講師

1973年　　　技術科学博士号取得後，同

　　　　　大学教授および熱エネルギ

　　　　　一一システム・エンジニア
　　　　　　リングセンター長

1980～88年　科学品質委員会委員

1989年7月　ハンガリー産業大臣代行

その他役職：ハンガリー科学アカデミー

　　　　　システム技術・エネルギー

　　　　　委員会委員等

1930年1月5日生
1954年

1955年9月

1974年

1984年5月

1987年3月

1990年1月

M，険スリ畠バサン筑

カナダのマックギル大学で

哲学博士号取得

インド政府原子力局に勤務

同局発電計画技術（後に原

子力庁に改編）部長

インド原子力庁（現在イン

ド原子力会社）長官に就任

原子力委員会委員長，イン

ド原子力会社の初代会長に

就任

原子力委員長退任

鍵み、
　・脇塞

　　伽《響ド

織瓢

　　　　　　　　　蹉．Nポジシ濫7疑

1937年9月1日生
レニングラード大学物理研究所で学ぶ

1960年～レニングラード，クルスク等の

　　　原子力発電所で勤務後，スモレ

　　　　ンスク発電所所長に就任

1986年　チェルノブイリ事故発生後，直

　　　　ちに同発電所所長に着任，剛，

　　　　2，3号’機の運転再開を指導

1990年　原子力発電・産業省次官（原子

　　　　力発電所運転担当）に就任

その他　新規原子力発電所の運転開始に

　　　　関する国家委員会委員長

一56一

セッシ瀞ン2

　　　　　（議長）　村　闘　　　浩疑

大正4年3月10日生　長崎県出身

昭和12年　旅順工科大学機械工学科卒

　　31年　駐英科学アタッシェ

　　39年　科学技術庁原子力局長

　　42年　動燃事業団理事

　　43年　貝本原子力研究所副理事長

　　53年　同理事長

　　56年　原子力安全研究協会理事長

62年～日本原子力文化振興財団理事長

その他役職：原研顧問，日本原子力産業

　会議副会長，同国際協力センター運営

　委員長，原子力安全技術センター顧問

　　　　　　　　　　M．ワ麗ップ民

1933年2月27日生　ニューヨーク　出身

1954年　　　エール大学卒

1969～73年　ワイオミングILI’1議会下院議

　　　　　員
1973～77年　同議会上院議員

1976～現在　米連邦議会上院議員（共和

　　　　　党，ワイオミング州選出）

その他現在の役職：上院エネルギー。天

然資源委員会委員，財政委員会委員等



　　　　　　　　　」．A．力蝋ンガム騰

1939年8月4日英ニューカッスル出身
［955年　労働党入党

1966年　デュラム大学で化学博士号取得

1970年　英下院議員に初当選，カンブリ

　　　　ア地方コープランド選挙区選出

1976年　エネルギー省担当相（労働党政

～79年　権）

1983年　英下院議会委員会（影の内閣）

　　　　環境大臣

現　在　英下院議会委員会（影の内閣）

　　　　委員長（1989年ll月力・ら）

その他：労働党選挙対策コーディネータ

　　　　　　　　WβMカーテンフーゼン』義

1945年7月13難生

1971年　ラテン語，歴史，社会学を学ん

　　　　だ後，ミュンスター比較都市霧

　　　　史協会に勤務

1977年　ブングスタインフルト中学校教

　　　　師

1980年～西独社会民主党連邦議会議員

1984年　同議会遺伝子工学における可能

　　　性と危険に関する検討委員会委

　　　　員長

1987年～同議会技術委員会委員長

　　　　　　　　　　　G．1罵レー讐概

1943年生

1969年　国立行政大学校卒

1971年　仏外務省に入省後，米「フシント

　　　　ンの仏大使館書記官

［975年　外務相の技術アドバイザー

［977年　スペインの仏大使館参事官

1980年　外務相の特別アドバイザー一

1982年　米サンフランシスコ総領事

1985年～仏原子力庁（CEA）国際局長

その他　現国際原子力機関（IA礁A）フラ

役　職　ンス代表，仏外務省顧問

一57一

午 餐　　会

　　　　　　　　　加　山　又　鷺既

日召禾02年9月24Eヨ生　　　　　京者呂府出身

　　24年　東京美術掌校卒

　　30年　　イ固展を開4崔

　　50年　訪中美術家代表団団員として

　　　　　中国を訪間

　　54年「月光波濤」を出品（第30圓萎

　　　　　術選奨文部大臣賞受賞作品）

　　59年　天井画「墨龍」を完成

髪の他：「創画会」会員，東京芸術大掌

　　　　教授（昭和63年4月～）

褒　 賞：第5［口］芸そボゴツく賞（48年），第1回

　　　　美術文化振興協会賞（57年）等



セッション3

　　　　　（議長）勝部領樹民

昭和6年生　　　　　　　　島根県出身

　　29年　青山学院大学英米文学科卒業

　　　　　後，NHK記著となる
　　34年　東京社会部に所属し，エネル

　　　　　二一革命，東京オリンピック，

　　　　　アポロll号などの取材に参加

　　52年　「ニュースセンター9時」キャ

　　　　　スター

　　54年　「NHK特集」キャスター

　　63年㈱NHKエンタープライズ
　　　　　キャスター

著書：「南極取材記」「原子力」等多数

　　　　　　　　　中　村　政　雄氏

昭和8年4月1日生
　　34年　読売新聞社入社

　　58年～読売新聞社論説委員

その他：　運輸技術審議会委員，産業技

　　　　術審議会委員，気候問題懇談
　　　　　会委員，中央公轡対策審議会

　　　　　委員
主な著書：「気象資源」，「気象経済学」，

　　　　　「日本を支える人と技術」，

　　　　　「コロンブスの卵」

議：

擁麟
　麹メ

　　　　　　　　石　橋　忠　欝欝

昭和20年4難生　　　青森県むつ市出身

　　43年　中央大学法学部卒

　　47年　第2東京弁護士会登録

　　57年～青森県弁護士会登録

　　60年　田弁連公書対策委員会第4部

　　　　会長（原子力）

　　62年～臼弁連公害対策・環境保全委

　　　　　員会副委員長

　　63年～第4部会において高レベル放

　　　　射性廃棄物に関する調査，研
　　　　　究中

　　　　　　　　　大　電　映　子氏

昭和16年　東京生

　　38年　国際基督教大学社会科掌学科

　　　　卒
　　44年～㈱日本インフォメーション・

　　　　　システムズ（MS）を設立し，

　　　　　同社代表取締役社長に就任

かたわら，昭和53年から始めたマスコミ

活動では，国際問題・国内政治経済から

食文化・子育てまで守備範囲広く活動

大蔵省税制調査委員，経済企画庁経済審

議会委員などの委員に就任

その他：TV番組「アマカラ閥筈」の司

　会としても活躍中

一58一

　　　　　　　　　木　下　冨　雄氏

昭和5年3月25日生
　　31年　京都大学大学院（修士課程）

　　　　卒業（文学部心理学専攻）

その後，　同大学文学部助手，府立大阪

　　　　女子大学助教授，京都大学教
　　　　養部助教授を経て，

現　在，　京都大学教養部教授（文学博

　　　　　士）

その他　　日本社会心理学会理事長など

昭和5年
　　38年

以後、

42年

近著：「人称代名詞」

　エッセイ「こけつまろびつ闇を撃つ」

　訳書にカポーティ「カメレオンのため

　の音楽」がある

　　　　野　坂　昭　如氏

鎌倉生

「工口事師たち」で小説家と

してデビュー

「受胎旅行」　「とむらい師た

ち」を著す

「火垂るの墓」　「アメリカひ

じき」で第58回薗木賞を受賞

　　　　　「行き暮れて雪」
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　　　　　（議長）岸圏純之助民

大正9年3月22日生　　　　鳥取県出身

昭和17年　東京帝国大学航空学科卒

　　21年　朝日新聞社入社

　　42年　編集委員
　　43年　　論言党委員

　　52年　　言禽言党三主二幹

　　60年　朝日新聞社退社

　　60年～働日本総合研究所会長

主な著書：「アメリカの極東戦略」，「宇

宙關発』，「技術文明の再点検」，「技術文

明論一21世紀へのメッセージ」，「1990年

代一日本の課題」等

　　　　　　　　　　飛．ウィルソン氏

英オックスフォード大学卒

1950年　物理学博士号取得

1961年一米ハーバード大学物理学部教授

［982年　同大難物理学部主任（85年まで）

その他　同大学サイクロトン運転委員会

　　　　委員，同大学エネルギー環境政

　　　　三所所長代行，全米物理学会・

　　　　原子力発電所放射線影響研究グ

　　　　ループ委員長他

　　　　　　　　　　H．ヅシャドー沃

1935年6月1田生　　　ロワール県出身
1970年～　　リヨン大学講師（教育学）

1981年4月　大統領選挙出馬

1983～84年　首相付環境・生活の質担．当

　　　　　　政務次官

1984～86年　環境大臣

1986年3月　ドゥ県選出国民議会議員

1988年6月～同国民議会議員（再選）

その他　　　大学教授資格（哲学）

　　　　　　　　　武　井　満　獲麟

大正隙年3月30日生

昭和19年　東北帝大（旧）経済学科卒

　　　　　その後，日本原子力研究所，

　　　　　日本エネルギー経済研究所を

　　　　　経て，

　　54年一名古屋経済大掌経済学部教授

その他役職：日本エネルギー経済研究所

　　　　　研究顧問

その他職歴：原子力委員会専門委員（昭

　　　　　　和50～58年），東京工業大学

　　　　　　大学院理工学研究所講師

　　　　　　（非常勤）

一59一

（ビュッフェランチ）

　　　　　　　　　武　藤　嘉　文氏

大正15年Il月18田生　　　　岐阜県出身

昭和26年　京都大学法学部卒

　　36年　日本青年会議所副会頭

　　42年　衆議院議員に初当選

　　47年　自治政務次官

　　49年　自由民主党商工部会長

　　52年　自由民主党政務調査会副会長

　　53年　自由民主党副幹事長

　　54年　農林水産大臣

　　59年　自由民主党副幹事長

　　6［年　自由民主党総務会副会長

平成2年～通商産業大臣
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　　　　　（議長）磯原総一朗既

昭和9年4月15日生　　 滋賀県出身
　　35年　早稲田大学第一文学部卒

　岩波映画，東京12チャンネル（現・テ

　レビ東京）等を経て，現在は評論家

主な著書：「日本の官僚」「マイコン・ウ

　ォーズ」「飽食時代の性」「生命戦争」

　「新・日本改造言制「巨大企業，復活へ

　の挑戦」「こうして円高に勝った」「柔

　らかな企業への変革」「日米インテリジ

　ェンス戦争」「知の旗手」等多数

その他：TV朝日の「朝まで生テレビ」

　の司会としても活躍

　　　　　　　　　三　塚　　　博氏

昭和2年8月関生　　　本籍　宮城県
　　26年　早稲田大学法学部卒

　　38年　富城県議会議員に当選

　　47年　衆議院議員に当選

　　52年　運輸政務次官

　　56年　同党組織委員会副委員長

　　58年　同党政務調査会副会長

　　59年　同党政務調査会会長代理

　　60年　運輸大臣

　　62年　衆議院議員運営委員長

　　63年　通商産業大臣

平成元年　同党政務調査会会長

　　　　　　翻瀞

∵・婆響
　ミ　ミ

馬　　欝

⊥鍵⊥
　　　　　　　　　伊　藤

昭和3年3月2日生　　　本籍
昭和27年　東京大学経済学部卒

　　29年　日本社会党本部勤務

　　43年

　　51年　衆議院議員初当選

茂氏

山形県

中央執行委員・国民運動局長

　　　　　衆議院大蔵常任委員会委員

　　56年　同委員会理事（以降，党税制

　　　　　調査会会長等を歴任）

現　在　　衆議院議員，日本社会党政策

　　　　　審議会会長，法務常任委員会

　　　　　委員

一60一
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第23回原産年次大会

④日む9σσ

わが国の原子燃料加工を支える

　　日本ニユクリア・フユエル株式会社

　　三菱原子燃料株式会社
　　原子燃料工業株式会社
　　日本核燃料コンバージョン株式会社
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：総面繊肖雄　勘縮　　・働鵬
　　　　　　嗣一酬麟

ORL社ダブルドアートランスファーシステムは汚染さ

れた領域から又は領域へ放射性物質等の資料を移送する

目的で使用され、容器又はセルの気密雰囲気を破ること

なくくり返し、すばやく移送作業を行うことができますb

ダブルドアートランスファー

システム構成

標準キャニスター105、190、270、350

●セルフランジ、キャニスターフランジ

◎セルポート、キャニスターカバー、キャエスター

材質：ステンレススチール

標準サイズ：105mm、190mm、270mm、350mm

　ダ　　　ダ　　ドリ　　　　　　ダ

1聾必

齢

190トランスファーシステム。ダブルドアー開状態

軽量物取扱強化型、コンパクト、壁貫通取付方式

このマニプレータはモデルGの強化型マニプ

レ一二であり堅牢なマニプレータです。

モデルGマニプレータと互換性があります。

モーション伝達はケーブル及びチェーンによ

って行なわれて：いるため故障の少いモデルで

す。

取扱容量：B．2kg

ロードブックによる垂直吊り上げ容量：22．7kg

最大壁厚：L530旧m

ウォールスリーブ内径（mm）：127、190

※詳細は下記にお問合せ下さい。

Hakut◎

日本総販売代理店　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（JEPIA会員）

霜囲株式会社応用科韓業部蝶・部
〒105東京都港区虎ノ門1－2－29（虎ノ門産業ビル）TELO3（597）8910

大阪支店　〒564大阪府吹田市広芝町5－36TELO6（388）8910

名古屋支店　〒460名古屋市中区錦2－9－27（名古屋繊維ビル）TELO52（204）8910

サービスセンター　〒259－1｝神奈川県伊勢原布鈴川42TELO463（94）89｝0

仙台TELO22（224）8910広島TELO82（293）8910　熊本TELO96（383）8910
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騨院欝塗轟轟辮
＼㌧　欝＿、難

　　　　　　ガンマ線スペクトロスコピに必要なすべての

　　　　　　　　機能を装備した新世代のコンピュータ

　　　　　　　　ベースMCAワークステーション誕生〃

蛋講

髄魎一一一一

●すべての機能はコンピュータにより制御可能

◎オートポールゼロ調整回路（米国内特許取得済）

　トライアングルフィルタ増幅器内蔵

㊤デジタルスタビライザ内蔵

●16KチャンネルADC内蔵
㊤16Kチャンネルメモリ（23L【カウント／チャンネル容量：）

内蔵

●0～5kV高圧電源（コンピュータ制御可能、検出器

ワァームアップ時保護回路付）内蔵

●サンプルチェンジャ用ポート装備

醗C欝C．g8αシリーズとの組縫わせで科技庁版γ線

解析プ鎖グラム、東芝J－31◎OGXラップトッツ穴ソコン

との組倉わせで◎RτεC社瀾灘英懸盤◎MMG醸γ線

解析プqグラムの利用も可能です．

一一一一
セイコー・イージーアンドジー株式禽社
　　　　　　　本社O〒i36東京都江東区亀戸6－31－1費（03）638－1506（代表）

営業所0大阪（06）395－7738名古屋（052）73ト2535水戸（0292）27－4474筑波（0298＞24－2271札幌（Oll）232－779i

一一一一一P一
一
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徹底した「多重防護」による、

トータルシステムで原子力輸送を・・

昭和36年より、放射性物質輸送の第一線として…。

　　　　　　いまも、これからも、

多重防護思想に徹した安全輸送に、努めてまいります、

　　　　システムて：未来をひらく

＠日立物流
　　　物流開発本部　重量機工部原子力クループ

　　　　　〒150東京都渋谷区渋谷3－8－12

　　　　　　　費03（486）3101
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　　　　　測定装置UD－706P

匪鑛］胱塑鮪遜用により・短時間
　　　　で局精度に評価
　　　2．・4エレメント自動測定
　　　3．感度補正係数および測定データ

　　　　500バッジ分を記憶
　　　4。個人コード7桁自動読取
　　　5．標準インクフエrス（RS－232C）

　　　　装備

TLD素子
　UD－800シ1ナーズ

腿］1・辮量甑κ．γ伽線分離

　　　2．入退域管理
　　　3。環境・施設管理

関連機器［＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎入退域管理装置（UD720P）◎自動測定装置

　　　　し　　　　　し、r』
　　　　’　　」1　　　　b

騨騨野　欝懸、

　　　　　　醗
マガジン供給装置

濠（UD－730P）

轟奪

贈二三二三二二黙暴蛸脚
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原子カプラント建設の設計施工

我社はB．W．　R型原子力発電所をはじめ各種の原子カプラント建設工

事に約20年の経験を有し施工に当っては大型電算機による合理化・機

械化の促進をはかり高度な設計と技術を基に完壁な施工を目指し新エ

ネルギーの革命を通じて社会の繁栄に答えるべく努力しています。

困東芝プラント難式会社
　　　　取締役社長大　 和
本　　社　〒105東京都港区西新橋3丁目7番1号　電話438－8000（ダイヤルイン）

通産省認定工場　厚木工場
　　　〒243厚木市戸室字茅林1018　電話0462（24）O131

磯子技術センター
　　　〒235横浜市磯子区磯子3丁目3番21号　電話045（755）1211（大代表）

○原子力年鑑（平成元年版）

　　　　　　　　　　　B5判576頁6，500円（送料360円）
○原子力ポケットブック（1990年版）

　　　　　　　　　　　B6判576頁4，800円（送料310円）
○原子力人名録’90

　　　　　　　　　　A5判720頁6，800円（送料310円）
○原子力開発利用長期計画　一開発の現状と今後の計画一

　　　　　　　　　　B5判192頁2，266コ口送料310円）
○絵で読む原子力の品質保証

　　　　　　　　　　　B5判　98頁1，200円（送料260円）

○原子燃料サイクルの経済性

　　　　　　　　　　　B5判200頁4，635円（送料260円）
0放射性廃棄物管理ガイドブック

　　　　　　　　　　B5判248頁4，944円（送料310円）
○ミニ解説放射線障害防止法（近藤民夫編著）

　　　　　　　　　　B5判　80頁！，030円（送料260円）
　　ご希望される方は
　　　　　　　　日本原子力産業会議・事業部まで
　　　　　　　　〒105東京都港区新橋1－1－13東新ビル6F
　　　　　　　　　　　TEL　　（03）508－2411（代）



原子力産業を通じて社会に技術で貢献する

本　　　社

神戸支社
長崎営業所

札幌営業所
原子力関係事業所

　　　　　　　　　営業種目　一

原子力・火力発電所、石油、化学、製鉄会社等の機械装置組立

電気、計装、保温工事ならびに付属機器設計製作据付

日本建設工業株式会社
取締役社長吉益 亨

勘105東京都港区新橋5丁目13番11号
繭652兵庫県神戸市兵庫区小松通5丁目1番16号（菱興ビル内）

㊦850長崎県長崎市万才町7－1（住友生命ビル内）
㊦060札幌市中央区南一条東2丁目（OFFICE1・2内）
泊・美浜・大飯・高浜・敦賀・もんじゅ・伊方・玄海・川内

鶴103（431）7151（f◎

冠1078（681）6926σ⇔

岱0958（27）21　1　5

智011（222）5790
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原子力発電所工事20有余年のキャリヤーと創業

以来磨かれた総合技術力を奉仕する。

○電気機器据付組立工事

○計測制御工事

○電気配管配線工事

○ページング・電子通信工事

○照明・動力工事

○空調・給排水工事

○変電工事

○地中管路洞道工事

○防災工事

　　　　自難開電］二
電力本部原子力部　東京都港区芝浦4－8－33　1む1（03）5476－2111（大代表）

　　　福島事業所福島県双葉郡楢葉町（0240）25－2477
　　　東海事業所　茨城県那珂郡東海村（0292）82－8415
　　　柏崎刈羽事業所　新潟県柏崎市青山町（0257）45－2987
　　　敦賀事業所福井県敦賀市明神町（0770）26－1262
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無事故でよい仕事
営　業　種　目

（D電力設備の建設、改良および

　補修工事ならびに運転

（2）冷暖房工事及び給排水衛生設

　備の設計ならびに施工

（3）土木工事業

（4）建築工事ならびに設計施工

（5）熱絶縁工事業

（6）発電機運転指令通信設置工事

（7）鋼構造物工事業

（8）前各号の事業に関連する機械、

　器具の製作ならびに販売

（9）損害保険代理業

（1①自動車損害賠償保障法に基づ

　く保険代理業

（11）前各号に付帯関連する事業

④東電工業株式会社
取締役会長　　ホ直

取締役社長鏑

東京都港区高輪1一
燈TTNet　O4（436）8321（大代表）

木　正　二
木　輝　明

3　－13（住生興和高輪ビル）

　NTT　O3（448）8311（大代表）

多年の経験と研究を生かして
　　　　　　　　　　　　　　　環境保全に奉仕、躍進

◇環境保全および放射線管理関連の各種施
　設、設備、機器、装置等の運転、保守お
　よび管理。

◇環境調査測定およびその評価ならびに各
　種物質等の調査、分析および測定。
◇産業廃棄物および放射性廃棄物の加工処
　理および処分、販売。
◇放射性物質および放射線の管理。
◇原子力発電所における原子燃料の取扱、管理。

◇前各号事業に係る各種施設、設備、建築

　物および機器装置等の総合設計および工
　事監理。

◇建設業。

◇肥料の製造、販売ならびに高圧ガスの販売。

◇前各号事業に係る機器、資材、物品およ
　び工業用薬品類の販売。

◇前各号事業に係る各種試験調査研究およ
　び検査ならびにコンサルティング業。
◇前各号事業に係る代理、代行、賃貸等附
　帯関連する一切の事業。

社会式株

21の

　
　
グ
二
郎
M
5

　
　
ン
良
五
の
～

　
　
噛
ノ
　
　
　
3
一

　
　
ロ

　
　
ア
里
根
調
、

⑥　　
二
北
永
芝
・

　
　
ジ
長
長
区
・

　
　
ン
姶
鮒
港
勿

　
　
　
　
ノ
げ
　
ノ
ィ
　
　
　
　
ら

　
　
工
鷺
謹

境環電東

京
話

東
電



コンピュータシミュレーションで

　　　　　　　　　　原子力発電の効率運転をめざす6

T81

喫電’ノフト霞♪

大型計算機を使った原子力
発電所の炉心管理関係の技
術計算、あるいはプラント

の挙動解析等、発電所運営

上、重要な分野に取り組み
ます。

〒105東京都港区西新橋1丁目14番2号

　　　　　　　　　新橋SYビル

　　　　　　TTNet（04）586－7666
　　　　　　NTT　　（03）596－7666
　　　　　　F「AX　　（03）596－7656
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る

○原子力・火力・水力発電所・変電
　所および諸設備の電気・機械設備
○情報・通信システム，エレクトロ
　ニクス設備
○土木。建：築

　上記に伴うコンストラクション，
　メンテナンス，エンジニアリング
　サービス

＠欝東東電氣工務所
　　　　　　　　　取締役会長佐藤勇吉

　　　　　　　　　取締役社長花形　澄

本社　＠105東京都港区新橋六一9－7　電話東京（03）434－0151（大代表）
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明日の原子力のために

躍痘』 畠 ●

魁

圏機器．設働除染●解体●雛　　．原子力枝藤壷試会社
幽各種施設の運転・保守　　　　　　　　～σαεARε～G1～εεR’～GCσ，Lアa

凶原子力・化学・一般機i器、装置の　　　　　本　　社　茨城県那珂郡東鮒村松l141－4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　　O292－82－9006　設計・製作
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東海事業所　　茨城県那珂郡東海村村松4－33
旧放射線計測器の点検・較正　　　　　　　　　　　　　TEL　O292－83－0420

●環境試料の分析・測定　　　　　　　　　　勝田工場　茨城県勝田早足山栖原1476－19
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　か　　つ　　囲各種コンピュータのメインテナンス　　　　鯨事務所　鯨幽幽南青山7－8－1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小田急南青山ビル5F
技術提i携先　西ドイツ・クラフタンラーゲン社　　　TEL　O3憎498－0241

　　　　　　米・クォード・レックス社

Nl：■二KKI510

火カプ原子力鰭電所用襲噛す機器

●試料採取設備

　　　　　　／
●一ボン・プi類・指詞動

　　　●D6E．屹乏

信頼性怯高康の綾術と晶質管理から
北海道営業所　君札幌（0月）261－5561

仙台営業所盤仙台（022）262－0420

むカタログのこ　　ロお　い　わせは

叫㊤飼横装株式倉私
本社　東京都渋谷区恵比寿3丁目43番2号（日機装ビル）君東京（03）443－3731

　　　　　　　　ほ　　　くロ　のらヨトア　ヨ　

　　鶏裳難套鷺（留1鵬1　　’i口

、計装事業部

福島出張所費たいら（024625）一5202

敦賀営業所費敦賀（0770）25－6655

本社費東京（03）443－3731
名古屋営業所　む名古屋（052）97H505



第23回原産年次大会

社団法人日本原子力産業会議・会員

　　　　　（五十音川頁）
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好きです、大地。

　　たいせつに築きます、未来を…

　　　　　A奥村組
　　　　　　　取締役社長奥村俊夫
●本　　社：〒545人阪市阿倍野区松lll奇町2－2－2　TEL（06）621－1101

●東京本社：〒107東京都港区元赤坂1－3－10　　TEL（03＞404－8111

⑱技術本部

　原子力室：〒107　東京都港区元赤坂1－3－10　　　　　　TEL（03）585－4871
　技術研究所：〒559　大阪市住之江区浜］西3－5－8　　　　TEL（06）678－1771
　筑波研究所：〒3QO－33茨城県つくば市大字大砂387　　　　　TEL（Q298）65－1521

技術と英知で確かな明日を創る　総合建設業熊谷組

翻囲熊谷組
取締役社長　熊谷太一郎

本社〒162東京都新宿区津久戸町2－1費03（260）2111

2難壁へ一「築く」一

CHA麗鵬四壁
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創業明治4年（187D／取締財帳鴻池一季

本社大阪市中央区北久宝寺町3丁目6番1号電話06（244）3500
原子力部　東京都千代田区神田駿河台2丁目3番地11　電話03（296）7700

　　　　　　豊かな環境を創造する

舎五洋建設秣式会社

取締役社長 水野廉平

本社／東京都文京区後楽2丁目2番8号〒rI2　TEL（03）816－7111
支店／札幌・東北・東京・北陸・横浜・名古屋・大阪・中国・四国・福岡・南九州

建設で創造する豊かな人間社会

轡佐藤工業
取締役社長佐藤嘉剛

東京都中央区日本橋本町4－12－20〒103TEL（03）66H231

未来の環境を創る。　総合建設エンジ：ニア
ll川1川IIII旧1川IIIIIIIII間川II川III旧lll川川II川llけIIIII川II闘II川llllllllllllllll川1聞1鐸III川Ilrlll旧lllllll

取締役社長　白石　孝誼

本社東京都干代田区神圏岩本町1番地14費03（253）9111㈹

◎
大地への愛人間への愛

銭　山　組
社長銭高一善

本　　社大阪市西区西本町2丁目2番11号
　　　大阪（06）531－6431
東京本社東京都千代田区一番町31番地
　　　東京（03）265－4611
支社・支店　大阪・東京・北海道・東北・北関東・千葉

　　　横浜・北陸・四幅醗・広島・四国・．九州

限りない未来への挑戦

㊧大日本土木
　　　　　取締役会長安田梅吉

　　　　　取締役社長田口栄
　本店岐阜市宇佐南1丁目6番8号實0582－72－314i
　東京本社　東京都新宿区市谷田町2の35費03－268－5511

　支店札幌・仙台・東京・横浜・名古屋・大阪・広島・九州・千葉
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　　技術。歴史への約束。

Φ飛島建設株式会社

　　　取締役社長飛島　章

本社／東京都千代田区三番町2番目　TEL　O3（263）3151
支店／札幌・東北・東京・横浜・名古屋・北陸・大阪・広島・四国・九州

毎日ふれあう技術

㊥ 西松建設
　　　　　　社長　柴　田　　平

〒｝05東京都港区虎ノ門1丁目20番｝0号

　　　　　TELO3（502）0211（大代表）

建設で支える文化と社会

⑪日本国土開発欝
取締役社長辻岡聡宏

釧0ア藁京都港区赤坂4丁目9番9号電話（03）403－33り1（大代表）

　　ハザマ新世紀へ

⑰間組
　　代表取締役社長　小池精一・

〒107東京都港区北青山2丁目5番8号費（03）405－1111

　　　　　　⑳

先端技術と建設をむすぶフ≡遡ヲ工業

　　　　　　　取締役社長　　藤田…暁
〒！51東京都渋谷区千駄ヶ谷4－6一ユ5tel（03）402－19！1

⑳前田麹設工業
代表取締役社長前田顯治

〒102東京都千代田区富士見2丁目10番26号

　　　費03（265）5551（大代表）

　　　　21世紀へのかけ橋

⑨三井建設
　　　　代表取締役社長町田良治

〒101東京都千代田区岩本町3－10－1
　　盤東京（03）864－3456（番号案内）
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　　　　必蕪会撃嬰

〒101東京都干代田区神田神保町1－4　TELO3－294－4951
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第一23回原産町勢大会

［堅旦三雲里長会議●会員』

　　　　　　　　　⑩

開発電気株式会社
　取締役社長竹之内達也
本店東京都干代田区九段北4－2－5供益市ヶ谷ビノレ）
　　　電話（03）234－2731（代表）FAX（03）234－2730

㎞囎d餉㎞

暗唱開電工
　取締役社長小牧正二郎

　〒108東京都港区芝浦4－8－33
　　　TEL：NTT　　O3（5476）2111
　　　　　　TTNet　O4（431）2111

　　　　　豚㎞曲

株式会社きんでん

　　取締役社長高橋季義
白鮫瓢懸器晶出群ll隅：：二鋼：1

株式会社九電工
　　　　　取締役社長古賀圭二

〒815福岡市南区那の川1丁目23－35豊（092）523－1231

　　　　　　　　　③

中国電気工事株式会社

　　　取締役社長宮崎敏夫

本店：広島市西区上天満町1－15　費（082）291－7411

21世紀をリードする総合設備企業

株式会社「トーエネック

本店／名古屋市中区栄1－20－31〒460燈〈052＞221－1111

支店／東京・大阪・名古屋・岡崎・静岡・三璽・岐阜・長野・飯田

　　　　　　　　㊧

東尤電気工事株式会就

　　　　取締役社長丁田和典

東京都千代田区西神田1－4－5而101費（03）292－2111

　　　　　　　　　㊥

東北電気工事株式会社
　　　　　取締役社長松田　彰

本社　仙台市青葉区…番町二丁目6番21号　　電話　f山台（022＞222－3／91

支社東京・青森・岩手・秋田・宮城・山形・福島・新潟・札幌

〃株式会解配
〉石ONDENKO

　　　　　取締役社長船越孝夫

　本店　〒760高松市松島町1丁目i1番22号費（0878）36－1111
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日本原子力産業会議講習会・セミナーのこ案内（事業部関係分）

　　　　　　　　　　　　　　　　お問合せは（03）508－2411当会議事業部へ

名　　　　　称 目的・趣旨・対象等 定　員 開催予定期間

原子力発電を中心とした原子力工学全般について 10日間

原子動力講習会
その基礎から実務に至るまでの知識を総合的に習

ｾする内容。新たに原子力業務に携わる技術系職
45名

（5月14日から5日間6月白日から5口間）

員対象，， （見学会1日）

アイソトープ・放射線の取扱施設の増加と利用の （第1種）

放射線取扱技術者 増大に伴い，放射線の安全管理取扱技術に習熟し 5日間（6月25日～29日）

講習会 た技術者の養成・確保に資する目的で開催し，第
各50名

（第2種）

（第1種，第2種演習コース） 1種及び第2種の放射線取扱主任者の資格取得を

ﾟざした内容。対象者別に3コースがある。

5日間（6月4日～8日）

i演習コース）

5日間（7月9日～13日）

原子力発電所で富嶽時，平常運転時に働く作業者
原子力発電所作業

管理者のための放

ﾋ線管理講習会

の，放射線被曝管理，教育・訓練等を行う放射線

ﾇ理者，作業管理者の技術力向上と人材養成をめ
60名

3日間

i8月下旬）

ざす内容。

核燃料取扱技術者
原子力施設での核燃料の取扱，運搬，貯蔵業務に

6日間

講習会
携わる技術者の人員確保と資質向上を図り，資格

謫ｾもめざした内容。

50名
（11月中旬）

原子力発電所に係る品質保証の重要性に鑑み，そ

原子力発電所品質

ﾛ証講習会

の意識高揚と人材育成を目的に、設計から運転・

ﾛ守に至る各段階の品質保証に関する基礎的な知
60名

2日間

i11月中旬）

識を習得する内容。

原子力発電所の立地確保，原子力の広報活動など
各35名

各4日間（河口湖畔）

i5／22～25，7／3～6

事務系職員対象原
事務系業務に携わる職員を対象に原子力の基礎知 9／4～7，10／16～19）

子力セミナー
識から開発の現状，将来展望に至る総合的内容の 一Fn一一一一一一一 一一－－一一一幽一丁“π一一一一一一一π■一一｝一－F一一

セミナーで，その資質向上に資する。
50名

5日間（東京）

（1月下旬，見学付）

内外の原子力の研究開発及び動向について時宜の

原産セミナー
テーマを設定して斯界の権威者専門家を講師に原

q力情勢に敏速かつ適切な対応をめざせるセミナ
各50名

年間4回

e2日間
｝　○
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快適な都市空間を創る

㊨三機工業株試会社

取締役社長臼歯清二
本　社　東京都千代田区有楽町1一一4－1
　　　謡言舌　　（03）502－6111

命罠遣設備工二二

代待取置役寺本明男

本社　東京都中央区日本橋土止町1－35－8　嫌03（66ア）3431

支店　北海道・東北・横浜・名古屋・大阪・中国・九州

　　　　　〆かな世界を㌔

◇新菱冷熱工業株式弓蔵
SHNRYO　OORPORA「10N

　　　　取締役会長加賀美勝

　　　　取締役社長有賀聖明
本社〒160東京都新宿区四谷2－4⑳（03）357－2151（大代）

態芙萎罷
取締役社長阿部貞市

本社　東京都新宿区西新宿2－6－1鱈03－344－1851（代）

取社締ｷ役石井 勝

東京都千代田区神田駿河台4丁目2番8号

　　　　管　 （03）255－8210

國引］ノ菱和

本　　　社
東海営業所

取締役社長近重八郎

TlO7　東京都港区南青山2－3－6鱈（03）402－4732
　　　茨城県那珂郡東海村舟石川613－57僧（0292）83－2380T319－II

索洋熱工業
墜取押回一 等

本社・エネルギー事業部〒104東京都中央区京橋2－5－12費（03＞562－1351（大代表）

東海事務所　　〒319－ll茨城県那珂郡東海村字村松字向雨沢363豊（0292）82－3856
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原子力エンジニアリング
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千代田は化学プラントで培ってきた
高度なエンジニアリングを
原子カプラントでも生かしてまいりますし

エンジニアリングがさらに有効に生かされるものとして、例えば使用済みイオン交換樹脂の

焼却処理や、焼却に伴なう排ガス処理、焼却灰の溶融化、また廃棄物処理以外の分野

でもドラム缶貯蔵・搬出システム、廃炉に伴なう原子力施設の解体などユーザーが要請

する広範囲のものがありま塩千代田はこれからも原子力の分野でもケミカルプラントのエ

ンジニアリングを取り入れ、これら総合技術を活かしご期待とその要請に応えてまいりま魂

國千代田の原子力エンシニアリンク・サービス

●原子力発電所諸設備エンシニアリンク

●燃料，農縮加工・再処理工ンシニアリンク

◎放射性廃棄物の処理・貯蔵・搬出・処分エンシニアリンク

◎テコミノショニンク・除染エンシニアリンク

●原子力施設の安全解析及ひ環境アセスメント

。原子力システム・エンシニアリンク　　　　　　・

嚇蠣物関連設一一 ?欝デ曝
　　　　　　　　　　　　　魏＼＼メ 　東京本社干105東京都港区芝23Hg　TEL（03）456－1211
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燃料装難中の炉心（福島第二・3号機）

OA、　FA、ロボット…と、エレクトロユクスを中心と

する先端技術の急激な進歩によって、私たちの周囲

はますます自動化が進み、生活のかたちも大きく変

わろうとしています。この発展し続ける私たちの社会

を支えていく上で、常に欠かすことのできないのが、

それに対応した新しいエネルギーの確保です。

東芝は総合電機メーカーとしての技術力を活かして、

いま最も有力なエネノレギーである原子力の開発に全力

を傾けています。

鍵

繕　＿＿
　　轄層　繭　　　■

株式会社東芝　エネルギー事業本部原子力事業部

〒100　東京都千代田区内幸町1一；・6（NTT日比谷ビル）電話03（59ア＞2068（ダイヤルイン〉
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エネルキ　とエレクトロニクス

先端技術をくらしの中に…E＆Eの東芝



地球7ごやさ’しぐ。

　　　　わたしたちの生存の舞台…………地球。

　　　　　　人類の活動は、20世紀に入って、

この地球の環境と資源をすさまじい勢いで費消しています。

　くらしの向上にともなって、エネルギー・電力需要は

　　　　　　　　一層高まっています。

　　　現在、電力の供給の約3割は、原子力から。

　　　　　　　先進の技術で環境に調和した

　　　　くらしのエネルギーを送りつづけます。

回忌κ『 総合技術で未来をひらく

《三菱重工
三菱重工業株式会社

本社　原子力事業本部　東京都千代田区丸の内2蝿刊〒100

支社　大阪／名古屋／九州／北海道／中国／東北／北陸

岱（03）212－311【


